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水路部lよ，明治4年（1871年） 9月12日に兵部省海軍部に水路局として設立きれ，平成

B年（2001年）でBO同年を迎えました そこで1湖周年を記念して水路部技報第2"号そ「130

凶年記念せ」として十ljj'fすることにしました

水路部では，創立以来，設が固における海上交通円安全確保に必要な水路図誌の編集刊

行，そのた向的水路訓量海沖調査天文観測などの業務にあたるとともに，その環左

して各種的調査研究や技術開発を行＿，てきました その成果は，業務に反暁きれるととも

IC, I水路部研究報告」としで取りま左められ，公表きれています．しかしながら，中には，

取りまとめに時間を要するものや。本格的論士にはまとめにくいが，記晶として残して公

表すべき成果も少なくありません。ぷこのため，本「水路部技報」は，水路部が行う調査研

究や技術開発成果の中から速報として，また，中間的な研究ー技術開発ノ トとして記鵠

L，公表マべき成果を掲載し日目府旧8年（19R~年 I 3 !lから刊行してまいりました

このJOil聞には，平成6年の国連出洋法条約の尭劫，平成7年内阪神・世路大震災，平

成9年内ナホトカ号油流出事故，また，平成12年には三宅島町噴火などがあり，歴史に残

る数多くの事案が発生しましたー水路部では，持てる調全能力を最大限発揮して，このよ

っな喫緊的事実に対処しできましたー方，こ円「，，，水路部に要請される業識も多瞳に渡

ゐよフにタり，従来の業務に加え，日本の管轄権域確定，海底地殻構造や海域火山の調査，

沿昨防災情報円盤情，揖洋環壇グ刊誌企なF，調査目的が多様化すると左もに，また，電子

保体てvの海洋情報の収集提供など情報化も急速に進展しました．

このたダ入水路部においては，このような変化に対応して研究開発技楠向上や業務的

効率化に取組んできましたが，今後円新しいニーズに応え，海洋情報を＂＇品産に提伏するた

的，？成H年4月に「海洋情報部jとして再嗣きれることになりました．新しい組織にな

りましても，訴しいニーズや時代的要請に応えるために，史なる研究開発技楠革新が必

要であり，三た，調査研究成果の公表Jよ，欠くこと町出来ない業務であります．本「水

路部技報」抗今後もその役割を果たし 海上交通円安全や海上防担，極洋環境保づきに役

立てらオる二とを期待します

（平成14年3月）


